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1　緒言
明治 33 年に開校し，長い歴史がある。総合学科の

系列の中に，農業科に関する生物生命系列があり，科
目「畜産」や「生物活用」を学んでいる。授業で学ん
だことを生かし，動物が高校生や小学生などにどのよ
うな影響があるかを，プロジェクト学習の一環として
研究を行った。このプロジェクトを実施することにし
たのは，「立教女学院小学校」（東京・杉並区）での，
犬を用いた「動物介在教育」を知ったことと，エヘガ
ザルで行われている小学生への「放課後等デイサービ
ス」などを体験した友達がいたことです。そこで，乗
馬の効果が私たちの学校生活にどのように影響してい
るか研究・調査を行った。利用した動物は本校で飼育
しているウサギ・イヌ・ウマを活用した。

2　方法
2-1　�ウサギと一緒に授業を受けたら，授業に対する

取り組みがどのように変化するか。
①�「生物活用」生徒 16 人で 15 分間ずつウサギを

机の上か，膝の上に置き授業を受ける。
② �10 問の質問に 5 段階で最も当てはまるものに 5

点満点で答えてもらう方法で行った。�  
（肯定的な質問）－（否定的な質問）＝（ウサギの効
果）

2-2　�初対面の先生に対する好感度にイヌがどのよう
な影響を与えるか。

①�他校の 4 人の新規採用教員が授業を参観すると
きに，はじめはそのまま入室してもらう。

② �2 回目は入室する 2 番目の先生に大型犬をひい
てもらい，3 番目の先生に小型犬を抱いてもらい
入室してもらった。

③�それぞれの先生のイヌがいるときといないときの
好感度を 100 点満点で採点した。

④�（イヌと一緒の時）－（イヌがいない時）＝（イヌの

効果）
2-3　乗馬の効果が高校生にどのように表れるか。

①�部活動が終わった 3 年生 4 人に週に 1 回以上（2
～ 3 回）在来馬と混血のウマに 1 回 45 分以上
1 ヵ月間乗馬してその効果を調べた。

②�活動前後に身体測定，スポーツテスト，心理テス
トを行った。

2-4　�高校生に現れた乗馬の効果が，同じように小学
生にも表れるか。

① �1 ヵ月間，週に 1 回土曜日に 3 時間程度の乗馬
教室を行った。

②�活動前後に身体測定，体力測定，心理テストを
行った。

3　結果
3-1　�14 人中 13 人がプラスの結果となり，ウサギと

授業を受けることの好意的な感想が多かった。
特に「落ち着いて授業ができた」「眠くならな
い」などがあり，反対に「机が狭くなり勉強し
にくい」「落ち着かない」などの感想もあった。

3-2　�18 人中 17 人の好感度が高く，特にイヌを抱っ
こした先生の得点が高かった。好感度が 1 人だ
けマイナスになった生徒でも，イヌを抱っこし
た先生の好感度はプラスであった。

3-3　�図 1 の身体測定では，体重が減少した生徒が 2
人いたが，他の結果は変わらなかった。スポー
ツテストでは，立位体前屈と握力が向上し，そ
のほかの項目は変化がないか，悪くなってし
まった。図 2 の AC は順応性を示しており 4 人
中 2 人の数値が向上している。

3-4　�身体測定では，ほとんどの生徒の身長は変化も
していない。スポーツテストでは，4 人中 3 人
の長座体前屈とすべての人の握力が向上した。
図 4 心理テストでは，CP が 4 人中 3 人増えた。
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他の項目はバラバラなのに対して効果があった
と言える。この項目は「厳しさ」なので，精神
的に自分に厳しくなり成長したと考える。

4　考察
調査人数が少ないことと，科目を選択している生徒

が動物に興味・関心が高いことなどから，この結果が
すべての学校で有効であるかは今後の調査が必要であ
る。今回の結果から，イヌが初対面の先生に対し好感
度を高めた。これにより，高校生の不登校や思春期特
有な問題解決にも動物がかかわっていけるのではない
かと考えられる。高校生への効果は，成長期であり変
化が大きいので，体重の減少については一概に乗馬の
効果でダイエットに成功したとは言えないが，体幹が
鍛えられることにより立位体前屈の数値が向上したと
考えられる。また，握力については高校生活の中で握
力を鍛えることはあまりないが，馬の手入れや曳き馬

などにより握力が向上したと考えられる。精神的には
「順応的な心の数値」が 2 人で向上し 2 人が変化しな
かった。他の結果がバラバラなのに対して傾向が得ら
れた。馬との付き合いが「順応性」を高めたのではな
いかと考えられる。小学生は，成長期なので，身長と
体重の増加が見られた。高校生と同じように，握力は
すべての小学生で向上し，また 1 人を除き長座体前
屈も向上している。生活習慣の中で握力を鍛えること
が少ないので，乗馬教室の効果で向上したと考えられ
る。精神的には，自我ができている高校生とは違い，
成長期なので厳しさを馬と関わることで学んだと考え
られる。
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